




低酸素症は,胎児新生児に対して機能的並びに器質的な種々の障害を与える。この中で器質

的障害が高度にならない間に十分な対策を講じてその後の発育を正常に保つことが重要で

あり,今日までに各種の対策が講じられ,胎児では胎児心拍数診断によって本症を発見し,

胎児仮死と診断して帝王切開術その他の産科手術を実施し,新生児では種々の疾患の治療,

人工呼吸,酸素吸入等による治療,ハイリスク新生児における tcPO2・PC02 連続計測等によ

る監視が行われてきた。 

妊娠分娩中の胎児低酸素症についてはこの様な方策が効果を収め,胎児死亡の減少と出生

後の発育障害の改善が認められるようになってきたが,一方では緊急の産科手術を必要と

し,またさらに胎児予後を改善するために,胎児仮死の発生を未然に防ぐような方策の研究

が望まれる。このためには,胎児低酸素症の原因となる疾患,例えば妊娠中毒症の原因を解

明し原因的治療を実施することなどがあげられようが,それは可能であるとしても非常に

長時間を要して今日只今の要求には応じられないので,原因疾患が存在してもその胎児へ

の波及を防ぐ方策や,或いは低酸素症が軽症のうちに発見してその進行を防ぎ,または軽快

させる治療を研究することになる。 


